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予
定
し
て
お
り
、
地
域
内
で
、
資
金
が

循
環
す
る
仕
組
み
に
よ
り
活
性
化
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。

四
．
お
わ
り
に

栃
木
発
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
創
造
特
区
は
敢
え
て
「
栃

木
発
」
と
付
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
本
特
区
の
ス
キ
ー
ム
は
全
国
初

の
取
組
で
あ
り
、
先
駆
的
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
に
よ
る
小
水
力
発
電
事
業
が
成
功

す
る
こ
と
で
、
同
じ
よ
う
な
取
組
が
栃

木
県
か
ら
全
国
に
広
が
り
、
今
ま
で
あ

ま
り
注
目
さ
れ
ず
未
利
用
と
な
っ
て
い

る
低
落
差
の
小
水
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
活

用
さ
れ
、
多
く
の
地
域
で
地
域
活
性
化

が
図
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
と
が
で
き
、
事
業
採
算
性
の
向
上
を

図
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

か
ん
が
い
用
水
利
権
に
完
全
従
属
で

も
、
発
電
用
水
利
権
を
取
得
す
る
こ
と

が
不
可
欠
で
す
が
、
総
合
特
区
の
規
制

の
特
例
措
置
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り

速
や
か
に
取
得
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

ま
た
、
本
県
は
第
二
次
産
業
の
産
出

額
が
高
い
も
の
づ
く
り
県
で
あ
り
、
今

回
の
事
業
で
は
小
水
力
発
電
施
設
の
製

造
・
設
置
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
に
つ

い
て
は
県
内
中
小
企
業
に
委
託
し
、
優

秀
な
技
術
の
活
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

事
業
資
金
は
県
内
金
融
市
場
を
活
用

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
更
に
は
、

事
業
利
益
の
一
部
は
地
域
へ
の
還
元
も

創
造
特
区
」
が
地
域
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

本
特
区
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
企
業
・
人
材
・
資
金
等
の
地
域

資
源
を
活
用
し
た
先
駆
的
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
に
よ
る
小
水
力
発
電
事
業
を
実
施

し
、
地
域
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
那
須
塩
原
市
・
塩
谷

町
・
宇
都
宮
市
内
の
国
営
事
業
で
整
備

さ
れ
た
農
業
用
水
路
に
存
在
す
る
１
・

５
ｍ
程
度
の
落
差
工
を
活
用
し
、
十
～

数
十
kW
の
規
格
化
さ
れ
た
低
落
差
型
小

水
力
発
電
施
設
を
面
的
に
多
数
設
置
す

る
も
の
で
す
。
規
格
化
さ
れ
た
小
水
力

発
電
施
設
を
多
数
設
置
す
る
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
に
よ
り
、
製
造
・
設
置
・
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
等
の
事
業
費
を
低
減
す
る

一
．
は
じ
め
に

栃
木
県
で
は
、
平
成
21
年
に
「
と
ち

ぎ
環
境
立
県
戦
略
」
を
策
定
し
、地
球
と

人
に
や
さ
し
い“
エ
コ
と
ち
ぎ
”づ
く
り

に
向
け
て
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

活
用
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。農
村
地
域

で
は
、豊
富
に
賦
存
す
る
小
水
力
、太
陽

光
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地

域
の
状
況
に
応
じ
て
電
力
や
熱
と
し
て

有
効
活
用
し
、地
域
活
性
化
を
図
っ
て
い

く「
栃
木
型
ス
マ
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ
」の
構

築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
施
策
の
一
つ
と
し
て
、
国
の
総

合
特
別
区
域
制
度
を
活
用
し
て
民
間
の

取
組
を
推
進
す
る
「
栃
木
発
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
創
造
特

区
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

二
．
総
合
特
別
区
域
制
度

国
で
は
平
成
22
年
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
「
新
成
長
戦
略
」
に
基
づ
き
、
地
域

の
包
括
的
･
戦
略
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
総
合
的
（
規
制
･

制
度
の
特
例
、
税
制
･
財
政
･
金
融
上

の
措
置
）
に
支
援
す
る
、
総
合
特
別
区

域
制
度
を
創
設
し
て
お
り
ま
す
。

三
．
栃
木
発
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
創
造
特
区

栃
木
県
で
は
、
平
成
23
年
12
月
22
日

に
総
合
特
別
区
域
と
し
て
「
栃
木
発
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
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低落差型小水力発電施設の採用

出力十～数十kW
の規格化された小
水力発電施設

発電施設を水路の
落差工に直接設置

土木工事が
ほとんど不要

想定している低落差型小水力発電施設

栃木型スマートビレッジのイメージ

活性化した農村地域

都市農村交流

生活環境整備

再生可能
エネルギー

農業振興

栃木型スマートビレッジ


